
証券コード 5596
2025年６月６日

（電子提供措置の開始日2025年６月４日）

株 主 各 位
東京都港区南青山三丁目１番３号
スプライン青山東急ビル

アウトルックコンサルティング株式会社
代表取締役社長 平 尾 泰 文

第19回定時株主総会招集ご通知

拝啓 早春の候、株主の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、当社第19回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますことをここにご通知いたしま

す。万障お繰り合わせの上、ご出席いただけますようお願い申し上げます。

本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに「第19回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載しております。

当社ウェブサイト

https://www.outlook.co.jp/ir/meeting/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

東京証券取引所ウェブサイト

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦

覧書類/PR情報」を順に選択の上、ご覧ください。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面又はインターネットによって議決権を行使することが

できますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討の上、2025年

６月25日（水曜日）午後５時30分までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げます。

敬 具
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記

１．日 時 2025年６月26日（木曜日）午前11時00分より

２．場 所 東京都渋谷区渋谷2-22-3 渋谷東口ビル １階

TKPガーデンシティ渋谷 ホールＡ

３．会議の目的事項

１．報 告 事 項 第19期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告及び計算書

類の内容報告の件

２．決 議 事 項

第１号議案 剰余金の配当の決定機関に係る定款変更の件

第２号議案 監査等委員でない取締役５名選任の件

以 上
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
◎当日ご出席の際は、同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。

◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせて

いただきます。

◎書面とインターネットにより二重に議決権を行使された場合は、後に到着したものを有効な議決権行使として

取り扱いますが、同日に到着したものは、インターネットによる議決権行使を有効といたします。

◎インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効といたします。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま

す。
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議決権行使についてのご案内

株主総会にご出席いただける場合

当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知をご持参いただくとともに同封

の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げま

す。

開催日時 2025年６月26日（木曜日）午前11時

株主総会にご出席いただけない場合

書面による議決権行使

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入いただきご送付くださ

い。

行使期限 2025年６月25日（水曜日）午後５時30分必着

インターネット等による議決権行使

次頁のインターネット等による議決権行使のご案内をご高覧の上、画面の案内

に従って、賛否を入力してください。

行使期限 2025年６月25日（水曜日）午後５時30分まで

スマートフォンをご利用の株主様

スマートフォンでの議決権行使は、「ログインID」「仮パスワード」の入力が不要になりまし

た！

同封の議決権行使書用紙副票（右側）に記載された「ログイン用QRコード」を読み取りいた

だくことで、ログインいただけます。

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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QRコードを読み取る方法
ログインID・仮パスワードを

入力する方法

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク

0120－173－027
（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

議決権行使

ウェブサイト
https://evote.tr.mufg.jp/

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」

を入力しクリックしてください。
2

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。  

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

※操作画面はイメージです。

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○

議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

見 本

見 本

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

インターネット等による議決権行使のご案内
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の配当の決定機関に係る定款変更の件

次のとおり当社定款を変更するものであります。

（１） 資本政策及び配当政策を機動的に行うことができるよう、剰余金の配当等を取締役会

の決議により行うことができる旨を定款第40条として新設するものであります。

（２） その他、上記の各変更に伴う字句の修正等所要の変更を行うものであります。

（下線部が変更箇所であります。）

現 行 定 款 変 更 案

新設

（剰余金の配当等の決定機関）
第40条 当会社は、剰余金の配当等会社法第 459 条第
１項各号に定める事項については、法令に別段の定め
のある場合を除き、取締役会決議によって定めること
ができる。

（剰余金の配当の基準日）
第40条 当会社の期末配当の基準日は、毎年３月３１
日とする。

（剰余金の配当の基準日）
第41条 当会社の期末配当の基準日は、毎年３月３１
日とする。

新設
②当会社の中間配当を行う場合の配当の基準日は、毎
年９月３０日とする。

②前項のほか、基準日を定めて剰余金の配当を行うこ
とができる。

③前2項のほか、基準日を定めて剰余金の配当をする
ことができる。

（中間配当）
第41条 当会社は、取締役会の決議により、毎年9月30
日を基準日として中間配当を行うことができる。

削除

第２号議案 監査等委員でない取締役５名選任の件

監査等委員でない取締役２名全員は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となり、岩

田謙作氏は本定時株主総会終結の時をもって退任いたします。つきましては、監査等委員でな

い取締役５名の選任をお願いしたいと存じます。

監査等委員でない取締役の候補者は、次のとおりであります。
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なお、監査等委員会は、当社の中長期的な企業価値向上の観点から、各候補者を監査等委員

でない取締役に選任することが適切であるとの意見を有しております。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

１

平 尾 泰 文

（1966年８月８日生）
(重任)

1989年４月 三菱商事(株) 入社

4,118

2006年４月 ミレニア・ベンチャー・パートナーズ(株) 代

表取締役社長 就任

2011年８月 きずなキャピタル(株) 代表取締役社長 就任

2014年４月 エーアイキャピタル(株) 代表取締役社長 就

任

2017年６月 アスパラントグループ(株) 入社

2019年３月 当社 社外取締役 就任

2021年３月 当社 代表取締役社長 就任(現任)

2025年２月 マネーフォワードクラウド経営管理コンサルテ

ィング(株) 取締役就任(現任)

【取締役候補者とした理由】

平尾泰文氏は、2021年３月より代表取締役社長として経営の指揮を執り、当社経営における豊富な

経験と高いリーダーシップを有しております。また、企業価値最大化のための経営戦略を推進し貢

献しました。その経験と実績を踏まえ、引き続き当社取締役として当社のさらなる企業価値向上を

実現することが期待できると判断し、取締役候補者として選定いたしました。

2

清 水 太 朗

（1978年７月１日生）
(新任)

2001年４月 (株)電通国際情報サービス 入社

－

2006年５月 OutlookSoft Japan(株) (現 当社)入社

2013年７月 当社 取締役 ディレクター 就任

2019年６月 当社 コンサルティング事業本部 ディレクタ

ー 就任

2021年７月 (株)ディーバ 入社

2022年７月 当社 コンサルティング事業本部シニアマネー

ジャー 就任

2024年６月 当社 執行役員コンサルティング本部長 就任

(現任)

【取締役候補者とした理由】

清水太朗氏は、経営コンサルティング業界について豊富な知見と経験を有しており、当社のコンサ

ルティング本部を統括して当社の持続的成長に貢献しました。これまでの幅広い経験を活かして当

社のさらなる成長と中長期的な企業価値向上に貢献できる人材であることから取締役候補者として

選定いたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

3

島 内 広 史

（1981年１月23日生）
(新任)

2005年４月 (株)シナンシャル・システム・コンサルティン

グ（現・富士通(株)）入社

－

2015年３月 フェンリル(株) 入社

2017年９月 同社Fenrir BX パートナーエグゼクティブコン

サルタント就任

2019年８月 (株)アバント入社、(株)ディーバへ出向

2020年７月 同社プロダクト統括部長 UXデザイン＆インキ

ュベーション室長就任

2021年７月 同社プロダクト事業部長 品質管理部長 UXデザ

イン＆クリエイティブ室長就任

2020年11月 Blackspace(株)設立/代表取締役(現任)

2023年１月 (株)マネーフォワード入社

2023年12月 同社GMS本部 本部長 パートナービジネス本部

本部長 クラウドERP本部 副本部長就任

2024年10月 マネーフォワードクラウド経営管理コンサルテ

ィング(株) 代表取締役就任(現任)

2024年12月 (株)マネーフォワード執行役員就任（現任）

2025年２月 (株)ナレッジラボ取締役就任（現任）

【取締役候補者とした理由】

島内広史氏は、企業経営に関する幅広い知識と見識を持ち、特にIT分野及びグループ経営管理分野

に関する豊富な経験と実績を有しており、株式会社マネーフォワードの執行役員として経営管理・

コンサルティング領域の拡大を牽引しております。当社の現状を客観的な視点で評価し、取締役会

において、取締役会の実効性や戦略等についての助言・支援と継続的な成長に大きく貢献していた

だけることを期待して取締役としての選任をお願いするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式数

4

山 田 一 也
（1985年５月５日生）

(新任)

2006年12月 監査法人トーマツ入所

－

2011年６月 (株)パンカク入社

2013年８月 (株)Bridge入社

2014年10月 (株)マネーフォワード入社

2018年12月 同社執行役員就任

2024年10月 マネーフォワードクラウド経営管理コンサルテ

ィング(株) 取締役就任(現任)

2024年12月 (株)マネーフォワード執行役員 マネーフォワ

ードビジネスカンパニーCSO就任（現任）

2025年２月 (株)ナレッジラボ取締役就任（現任）

2025年３月 マネーフォワードケッサイ(株)取締役CSO・CPO

就任（現任）

【取締役候補者とした理由】

山田一也氏は、株式会社マネーフォワードの法人向けサービス領域のCSOとして豊富な経験を有して

おり、上場企業の経営及びガバナンスに関する高度な見識を有しています。当社の経営に対し、こ

れらの経験等を踏まえた企業価値向上に資する意見及び提言並びに独立した立場からの監督を行っ

ていただくことで、当社の経営体制がさらに強化されることを期待し、取締役候補者といたしまし

た。

5

門 出 祐 介
（1987年５月11日生）

(新任)

2009年12月 京都監査法人(現PwC Japan)入所

－

2018年12月 (株)ナレッジラボ入社

2019年12月 同社執行役員就任

2020年11月 同社取締役COO就任

2024年10月 マネーフォワードクラウド経営管理コンサルテ

ィング(株) 取締役就任(現任)

2024年12月 (株)ナレッジラボ代表取締役CEO就任（現任）

【取締役候補者とした理由】

門出祐介氏は、経営管理領域コンサルティング業務に長年従事し、現在はマネーフォワードグルー

プの経営管理コンサルティング会社のCEOの経験を有しています。これらの経験を生かし、当社の経

営を監視・監督いただくとともに、当社の経営全般に対して専門的な見地から提言をいただくこと

により、当社のコーポレートガバナンスを充実させる役割を期待し、取締役候補者といたしました。

注１．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．平尾泰文氏、島内広史氏、山田一也氏及び門出祐介氏は、当社の親会社であり、株式会社マネーフォワ

ードの子会社であるマネーフォワードクラウド経営管理コンサルティング株式会社の取締役です。株式

会社マネーフォワード及びマネーフォワードクラウド経営管理コンサルティング株式会社は当社の特定

関係事業者に該当いたします。

３．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険(D&O保険)契約を保険会社との間で締
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結し、被保険者が会社の役員などの地位に基づき行った行為(不作為を含む)に起因して損害賠償請求が

なされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を補填することとしております。各候補

者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時におい

ても同内容での更新を予定しております。ただし、法令に違反することを被保険者が認識しながら行っ

た行為に起因する場合など、一定の免責事由があります。当該役員など賠償責任保険の被保険者は、当

社及び重要な使用人であり、全ての被保険者について、その保険料を全額当社が負担しております。

４．「所有する当社の株式の数」については、2025年３月31日現在の所有株式数を記載しております。

以 上
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事 業 報 告

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

１．会社の現況に関する事項

【事業の経過及び成果】

日本経済は、内需主導による成長が持続されデフレ脱却も想定されていますが、個人消費

においては、労働者の賃金は上向き傾向にあるものの、物価高による消費者心理への悪影響

も懸念されています。そうしたなか、米国政府による関税引き上げ政策、それに対する各国

の対抗措置を受けた株式市場の大幅下落、外国為替の変動、サプライチェーンの見直しの必

要性、世界的な景気後退懸念など今後の先行きに対する不透明感が増しています。

このような市場環境の中、予算編成/予実管理/見込み管理を円滑化する当社独自開発のグ

ループ経営管理システム「Sactona」を活用した、経営管理高度化のためのソリューション

の提供を行っております。既存顧客への活用範囲の拡大等の提案に加え、新たに予算管理、

経営管理のシステム化を検討されるお客様への提案活動を積極化し、幅広い業界・業種の企

業様へのご利用が伸長し、業績に寄与いたしました。

当期の経営成績は、売上高1,654,860千円、経常利益499,198千円、当期純利益376,910千

円となり、財政状態につきましては、純資産966,819千円となりました。

【設備投資等の状況】

当期における設備投資の総額は24,239千円であります。主としてインフラサービス提供に

伴うホストサーバ増強であります。

【資金調達の状況】

当社は、当事業年度中に、第１回新株予約権の行使により7,359千円調達しました。
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【財産及び損益の状況】

回次 第16期 第17期 第18期 第19期

決算年月 2022年３月 2023年３月 2024年３月 2025年３月

売 上 高(千円) 984,563 1,440,025 1,667,850 1,654,860

経 常 利 益(千円) 304,969 464,357 542,985 499,198

当 期 純 利 益(千円) 199,926 319,813 452,863 376,910

純 資 産 額(千円) 160,661 480,474 1,016,137 966,819

総 資 産 額(千円) 1,191,096 920,146 1,382,198 1,229,559

１株当たり純資産額 (円) 45.64 136.50 284.63 305.29

１株当たり当期純利益 (円) 489.36 90.86 128.10 106.28

第16期には2022年３月31日付で払込総額300,000千円、株式総数2,000千株の自己株式処分

による増資を実施しております。

第16期には当社の親会社でありましたユナイテッドソリューションズ株式会社につきまし

て、2022年３月31日付で当社を存続会社とする吸収合併を行っております。

当社は、2022年２月22日付で普通株式１株につき1,000株の割合で株式分割を行っており

ます。また、2023年９月30日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っておりま

す。第16期の期首に当該株式分割及び株式併合が行われたと仮定して、１株当たり純資産額

及び１株当たり当期純利益を算定しております。

【対処すべき課題】

当社における対処すべき課題は以下のとおりであります。

当社の展開するSactona事業は、技術の進化、顧客要求の変化が大きい事業領域でありま

す。当社の顧客層の経営管理業務の高度化ニーズも益々高まっていくことが想定されます。

そのような事業環境の中で、当社が長期的に持続可能な成長を見込み、経営戦略を確実に遂

行していくために対処すべき課題は以下のとおりです。

① 優秀な人材の確保、育成

継続的な成長の源泉となる人材は、当社にとって、最も重要な経営資源であると認識し

ております。当社が属する情報サービス産業、及びコンサルティング業界においては、人

材の獲得競争が継続しており、このような状況の中、優秀な人材を持続的に雇用し、また
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定着させることが当社の発展において重要であります。人的基盤を強化するために、採用

体制の強化、教育・育成、研修制度及び人事評価制度の充実、就業環境の向上など、各種

施策を進めてまいります。

② 営業力の強化

当社の経営管理業界での認知度の更なる向上のため、セミナーや動画サイトなどのWeb

ツールを中心としたマーケティング戦略を拡充、潜在顧客とのコンタクトを強化し、案件

の受注増加を目指してまいります。

③ 技術力、製品力の向上

事業機会を確実に成長につなげるためには、技術面、サービス面において一層の差別化

が要求されます。技術の最新動向を理解するとともに効果的に製品やサービスに反映する

ことで技術的優位性の維持、強化を実現してまいります。

主力製品である「Sactona」の特徴であるSaaS型事業モデルの強みを活かすために、技

術的な領域における研究を今まで以上に進めてまいります。「Sactona」のUI(ユーザイン

ターフェース)の改善などの重点施策を推進するために、研究開発体制の強化に努めてま

いります。

④ 認知度の向上、ブランドの確立

当社が市場での浸透度を高めていくためには、一層の認知度の向上、信頼感の醸成が必

要となってまいります。顧客から「市場のリーダー」として確固たる信頼をいただけるよ

う、製品・サービスの継続的なレベルアップ、既存顧客の満足度の向上、パブリシティ強

化を通じ当社ブランドの確立及び普及に努めてまいります。

⑤ 事業の海外展開

マイクロソフト社の製品(Excel、サーバ)を基盤とした管理会計システムである

「Sactona」は、日本国内利用のみならず、海外企業においても利活用可能な製品です。既

に海外展開している顧客においては、国内外拠点で利用いただいておりますが、顧客をグ

ローバルにサポートできる体制を構築し、海外市場を開拓していくことで大きな成長機会

が期待されます。

【主要な事業内容】

当社の主要な事業はSactona事業、主要製品はSactonaであります。

【主要な営業所及び工場】

本社 東京都港区
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【従業員の状況】

使用人数 80名（前事業年度末比８名増）

【重要な親会社及び子会社の状況】

① 親会社の状況

当社の親会社は株式会社マネーフォワード及びマネーフォワードクラウド経営管理コン

サルティング株式会社であります。株式会社マネーフォワードは、当社株式を直接所有す

るマネーフォワードクラウド経営管理コンサルティング株式会社の親会社であり、当社株

式2,197,499株（議決権比率69.41％）を間接所有しております。

② 親会社等との間の取引に関する事項

イ．当該取引をするにあたり当社の利益を害さないように留意した事項

親会社等との取引については、当該取引の当社の事業上の必要性を検討し、取引条件の

市場価格・水準を勘案する等、当該取引が第三者との通常の取引と比べて著しく相違しな

いこと等に留意し、合理的な判断に基づき、公正かつ適正に決定しております。

ロ．当該取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役会の判断及びその理由

親会社等との取引については、当社社内規程に基づき、親会社から独立して最終的な意思

決定を行っており、当社の取締役会は、当社の利益を害することはないと判断しておりま

す。

ハ．取締役会の判断が社外取締役の意見と異なる場合の当該意見

該当事項はありません。

③ 重要な子会社の状況

該当事項はありません。

【その他会社の現況に関する重要な事項】

該当事項はありません。
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２．株式に関する事項

【株式等の状況】

(1) 株式の総数等

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,080,000

計 14,080,000

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（2025年３月31日）

普通株式 3,579,812

計 3,579,812

(2) 株主数 1,563名

(3) 大株主

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

マネーフォワードクラウド経営管理コンサルティング株式会社 2,197,499 69.38

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 68,700 2.16

ＮＯＭＵＲＡ ＰＢ ＮＯＭＩＮＥＥＳ ＬＩＭＩＴＥＤ ＯＭＮＩ
ＢＵＳ－ＭＡＲＧＩＮ （ＣＡＳＨＰＢ）

67,400 2.12

ＢＢＨ ＬＵＸ／ＢＲＯＷＮ ＢＲＯＴＨＥＲＳ ＨＡＲＲＩＭＡＮ
（ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ） ＳＣＡ ＣＵＳＴＯＤＩＡＮ ＦＯＲ
ＳＭＤ－ＡＭ ＦＵＮＤＳ － ＤＳＢＩ ＪＡＰＡＮ ＥＱＵＩＴ
Ｙ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＡＢＳＯＬＵＴＥ ＶＡＬＵＥ

47,200 1.49

長谷部 寿美 42,500 1.34

株式会社ＳＢＩ証券 37,141 1.17

楽天証券株式会社 33,200 1.04

ＭＳＩＰ ＣＬＩＥＮＴ ＳＥＣＵＲＩＴＩＥＳ 27,082 0.85

光通信株式会社 27,000 0.85

松井証券株式会社 26,200 0.82

（注）当社は、自己株式412,920株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率は

自己株式を控除して計算しております。
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３．新株予約権に関する事項

【ストック・オプション制度の内容】

（1）当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株

予約権の状況

区分 第１回新株予約権 第２回新株予約権

決議年月日 2022年３月31日 2023年５月23日

新株予約権の数(個)※ 21,340(注)１ 31,990(注)１

新株予約権の目的となる株式の種類、
内容及び数(株)※

普通株式 4,268(注)１、(注)８ 普通株式 6,398(注)１、(注)８

新株予約権の行使時の払込金額(円)※ 750(注)２、(注)８ 2,180(注)２、(注)８

新株予約権の行使期間※ 2024年５月１日～2032年４月28日
2025年６月１日～2033年５月23
日

新株予約権の行使により株式を発行す
る場合の株式の発行価格及び資本組入
額(円)※

発行価格 750(注)８
資本組入額 375

発行価格 2,180(注)８
資本組入額 1,090

新株予約権の行使の条件※ (注)３ (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項※
新株予約権の譲渡については、取
締役会の承認を要するものとす
る。

新株予約権の譲渡については、
取締役会の承認を要するものと
する。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交
付に関する事項※

(注)５ (注)５

役員の
保有状況

取締役（監査等委員及び
社外取締役を除く）

新株予約権の数 21,340個
目的となる株式数 4,268株
保有者数 １名

新株予約権の数 31,990個
目的となる株式数 6,398株
保有者数 １名

取締役（監査等委員）
新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名

新株予約権の数 －個
目的となる株式数 －株
保有者数 －名

(注)１．新株予約権の目的である株式の種類、内容及び数

新株予約権の目的である株式の種類は当社普通株式とし、権利内容に何ら限定のない当社における標

準となる株式であり、単元株式数は100株であります。また新株予約権１個当たりの目的である株式

の数(以下、「付与株式数」という。)は１株とする。

なお、新株予約権を割り当てる日(以下、「割当日」という。)後、当社が普通株式につき、株式分割

(当社普通株式の無償割当てを含む。)又は株式併合を行う場合には、次の算式により目的となる株式

の数を調整するものとする。ただし、係る調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない

新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整の結果生じる１株未満の端数は切り捨て

るものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率
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また、上記の他、割当日後、当社が合併を行う場合、又は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場

合、その他株式の数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合理的な範囲で当社は必

要と認める株式の数の調整を行う。

２．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることがで

きる株式１株当たりの払込金額(以下、「行使価額」という。)に付与株式数を乗じた金額とし、行使

価額は150円とする。なお、新株予約権の割当日後に以下の事由が生じた場合は、行使価額をそれぞ

れ調整する。

① 当社が当社普通株式の株式分割又は株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、

調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

② 当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株を発行又は自己株式の処分を行う場合は(会社

法第194条の規定(単元未満株主による単元未満株式売渡請求)に基づく自己株式の売渡し、新株予

約権の行使を除く。)、次の算式により行使価額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切

り上げるものとする。

既発行株式数 ＋
新株発行(処分)株式数×１株当たり払込金額

調整後行使価額＝ 調整前行使価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数

を控除した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式数」を「処分株式数」に、

「１株当たり払込金額」を「１株当たり処分金額」に読み替えるものとする。

③ 当社が合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じ、行使価額の調整を必要

とする場合には、必要かつ合理的な範囲で行使価額を調整するものとする。

３．新株予約権の行使条件

① 新株予約権の割り当てを受けた者(以下、「新株予約権者」という。)は、新株予約権の行使時にお

いて、継続して当社又は当社子会社の取締役、監査役又は従業員のいずれかの地位にあることを

要する。ただし、取締役又は監査役が任期満了により退任した場合、従業員が定年で退職した場

合、又は当社取締役会にてその他正当な理由があると承認した場合は、この限りではない。

② 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、新株予約権の目的である当社普通株式が日本国

内の証券取引所に上場している場合に限り行使できるものとする。

③ 新株予約権者が死亡した場合は、相続人はこれを行使できないものとする。

４．新株予約権の取得条項

① 新株予約権者が権利行使をする前に、上記３の定め又は新株予約権割当契約の定めにより新株予

約権を行使できなくなった場合、当社は当社の取締役会が別途定める日をもって当該新株予約権

を無償で取得することができる。

② 当社は、以下(イ)、(ロ)、(ハ)、(ニ)又は(ホ)の議案につき当社の株主総会で承認された場合(株

主総会決議が不要の場合は当社の取締役会で承認された場合)は、当社の取締役会が別途定める日
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に、新株予約権を無償で取得することができる。

(イ)当社が消滅会社となる合併契約承認の議案

(ロ)当社が分割会社となる分割契約又は分割計画承認の議案

(ハ)当社が完全子会社となる株式交換契約又は株式移転計画承認の議案

(ニ)当社の発行する全部の株式の内容として譲渡による当該株式の取得について当社の承認を要す

ることについての定めを設ける定款の変更承認の議案

(ホ)新株予約権の目的である種類の株式の内容として譲渡による当該種類の株式の取得について当

社の承認を要すること又は当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全部を

取得することについての定めを設ける定款の変更承認の議案

５．組織再編行為をする場合の取扱い

当社が、合併(当社が合併により消滅する場合に限る。)、吸収分割又は新設分割(それぞれ当社が分

割会社となる場合に限る。)、株式交換又は株式移転(それぞれ当社が完全子会社となる場合に限

る。)(以上を総称して以下、「組織再編行為」という。)をする場合において、組織再編行為の効力発

生の時点において残存する新株予約権(以下、「残存新株予約権」という。)の新株予約権者に対し、

それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社(以下、「再編

対象会社」という。)の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合に

おいては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただ

し、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、

吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画において定めた場合に限るものとす

る。

① 交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものと

する。

② 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③ 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件などを勘案の上、上記１に準じて決定するものとする。

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件などを勘案

の上、上記２で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に上記③に従って決定さ

れる当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の株を乗じて得られる金額とする。

⑤ 新株予約権を行使することができる期間

上表「新株予約権の行使期間」に定める新株予約権を行使することができる期間の初日と組織再

編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上表「新株予約権の行使期間」に定める新株予

約権を行使することができる期間の満了日までとする。

⑥ 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事

項

上表「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に準じて

決定するものとする。
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⑦ 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

⑧ 新株予約権の取得条項

上記４に準じて決定するものとする。

⑨ その他新株予約権の行使の条件

上記３に準じて決定するものとする。

６．新株予約権を行使した際に生ずる１株に満たない端数の取り決め

新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合には、これを切り捨てるものとす

る。

７．新株予約権証券の発行

新株予約権証券は発行しない。

８．当社は、2023年９月30日開催の臨時株主総会決議により、同年9月30日付で普通株式５株を1株にする

株式併合を行っており、上記「新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数(株)」、「新株予約権

の行使時の払込金額(円)」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び

資本組入額(円)」が調整されています。

９．当社と付与対象者との間において、付与対象者が当該新株予約権を行使したときには、割当日から上

場後6か月間を経過する日までの間は、取得株式等の全部又は一部を第三者に譲渡しない旨の内容を

含む契約を締結しております。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等

氏名 地位 担当及び重要な兼職の状況

平 尾 泰 文 代表取締役社長
マネーフォワードクラウド経営管理コンサルティング(株)
取締役

岩 田 謙 作 取締役 CFO
管理本部長
（同）ナレッジインテリジェンス 代表社員
岩田会計事務所 所長

中 西 雅 也 社外取締役

アスパラントグループ(株) マネージングパートナー
ディップソール(株) 取締役
東栄産業(株) 取締役
NJT銅管(株) 取締役

菊 池 英 生
社外取締役
非常勤監査等委員

菊池公認会計士事務所 所長
(株)LeverN 取締役
協三軽金属(株) 社外取締役
仙台運輸倉庫(株) 監査役

紀 平 貴 之
社外取締役
非常勤監査等委員

森・濱田松本法律事務所 外国法共同事業 パートナー
Cornell Law School 非常勤教授

岩 楯 めぐみ
社外取締役
非常勤監査等委員

社会保険労務士事務所岩楯人事労務コンサルティング 代表

注１．取締役中西雅也は、社外取締役であります。

２．取締役（監査等委員）菊池英生、紀平貴之及び岩楯めぐみは、社外取締役であります。

３．当社は、取締役（監査等委員）菊池英生及び岩楯めぐみを株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、同取引所に届け出ております。

４．非常勤監査等委員菊池英生は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見

を有するものであります。

５．非常勤監査等委員岩楯めぐみは、社会保険労務士として専門的な知識・経験を有しており、人事労務に

関する相当程度の知見を有するものであります。

６．当社は、監査等委員会が主体となり内部統制システムを通じた組織的な監査を実施しており、必ずしも

常勤者の選定を必要としないことから、常勤監査等委員を選定しておりません。

７．取締役井澤亜紀子及び取締役常勤監査等委員佐々木啓之は、2024年６月26日開催の第18回定時株主総会

終結の時をもって、任期満了にて退任いたしました。

８．2024年８月30日をもって、社外取締役中西雅也は辞任により退任いたしました。

(2) 役員等賠償責任保険に関する事項

当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険(D&O保険)契約を保険会

社との間で締結し、被保険者が会社の役員などの地位に基づき行った行為(不作為を含む)に

起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用等を補

填することとしております。ただし、法令に違反することを被保険者が認識しながら行った
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行為に起因する場合など、一定の免責事由があります。当該役員など賠償責任保険の被保険

者は、当社及び重要な使用人であり、全ての被保険者について、その保険料を全額当社が負

担しております。

(3) 責任限定契約の内容の概要

社外取締役中西雅也、菊池英生、紀平貴之、岩楯めぐみは当社と会社法第423条第１項の

賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約を結んだ取締役又は社外取締役（以下

「責任限定役員等」と記載します。）がその任務を怠ったことにより当社に損害を与えた場合

において、責任限定役員等がその職務を行うにあたり善意でかつ重大な過失がないときは、

会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度として当社に対し損害賠償責任を負う

ものとします。またその損害賠償責任額を超える部分については、当社は責任限定役員等を

当然に免責するものであります。

(4) 社外役員の状況

当社は社外取締役として、中西雅也氏を選任しております。中西雅也氏は幅広い業種の企

業経営を監督する十分な見識を有しており、重要な兼職先はアスパラントグループ株式会社

であります。当社においても毎月開催された取締役会に任期中全て出席され、当該知見を生

かして監督、助言など適切な役割を果たしております。

2024年８月30日をもって、社外取締役中西雅也氏は退任しております。

当社は社外取締役監査等委員として菊池英生氏、紀平貴之氏、岩楯めぐみ氏を選任してお

ります。菊池英生氏は毎月開催された取締役会及び監査等委員会に任期中全て出席され、必

要に応じ、主に公認会計士としての専門的見地から、監査等委員会の場において、当社の経

理システム、当社監査基準についての発言を行っております。紀平貴之氏は毎月開催された

取締役会及び監査等委員会に任期中全て出席され、必要に応じ、主に弁護士としての専門的

見地から、当社のコンプライアンス体制の構築・維持についての発言を行っております。岩

楯めぐみ氏は毎月開催された取締役会及び監査等委員会に任期中全て出席され、必要に応

じ、主に社会保険労務士としての専門的見地から、当社のコンプライアンス体制の維持及び

労務管理に関する発言を行っております。
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(5) 当事業年度に係る取締役の報酬等

【役員の報酬等】
（単位：千円）

役員区分 報酬等の総額 基本報酬 支給人数（人）

取締役（監査等委員であるも
のを除く）
（うち社外取締役）

62,875
（-）

62,875
（-）

3
（-）

監査等委員である取締役
（うち社外取締役）

10,050
（7,500）

10,050
（7,500）

4
（3）

注１．上記には、当事業年度中に退任した取締役（監査等委員であるものを除く）１名、監査等委員である取
締役１名を含んでおります。

２．上記には、無報酬の取締役１名を含めておりません。

(6) 報酬等に関する定款の定め又は株主総会決議に関する事項

① 株主総会決議の日 2023年６月29日

② 内容の概要

監査等委員でない取締役の報酬総額（使用人兼務取締役の使用人分給与は除く）につい

ては年額（７月から翌年６月迄報酬総額）100,000千円以内とする。当該各取締役の個別

の報酬額については取締役会の決定に一任する。

監査等委員である取締役の報酬総額については年額（７月から翌年６月迄報酬総額）

25,000千円以内とする。当該各取締役の個別の報酬額については当該取締役の協議に一任

する。

③ 監査等委員でない取締役の員数 10名

監査等委員である取締役の員数 3名

(7) 各会社役員の報酬等の額又はその算定方法に係る決定方針に関する事項

当社は取締役会において、各取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を定めてお

り、その概要は以下のとおりであります。

取締役の基本報酬は、固定報酬とし、役位、職責、在任年数その他会社の業績等を総合考

慮して決定する。取締役に対しては中長期的な企業価値向上に向けたインセンティブ付与を

目的として、一定の時期に、株主総会において基本報酬と別枠で承認を得た報酬上限額の範

囲内において、非金銭報酬としてストックオプション（新株予約権）を付与することがあ

る。個別の取締役に付与するストックオプションの個数は、個別の取締役の役位、職責、在

任年数その他業績も総合考慮して決定する。当社と同様の業態に属する企業の報酬水準等を

踏まえ、当社の特性を考慮した上で基本報酬額をベースとして定め、その役位・職責等を考

慮し、非金銭報酬の割合について検討する。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決

― 21 ―

2025年06月03日 10時12分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



議する内容について取締役会の任意の諮問機関である報酬委員会の答申を得ている。

取締役会は取締役の種類別の報酬割合を決定する。基本報酬は、月例の固定金銭報酬とす

る。各取締役の基本報酬は、取締役会が株主総会において承認を得た報酬等の上限額の範囲

内においてその具体的内容を決定する。

監査等委員である取締役の報酬等は、監査等委員である取締役の協議により決定しており

ます。

取締役会は、当事業年度に係る監査等委員でない取締役の個人別の報酬等について、報酬

等の内容の決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合していることを確認

しており、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
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５．会計監査人に関する事項

【会計監査人の状況】

(1) 会計監査人の名称

太陽有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 16,000千円

当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 16,000千円

注１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監

査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の

報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．当監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、作

業内容などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行って

おります。

３．当事業年度における上記の報酬等の額以外に、前事業年度に係る追加報酬4,500千円があります。

(3) 解任又は不再任の決定の方針

監査等委員会は「会計監査人の解任又は不再任の決定方針」を定めておりませんが、会社

法第340条第１項各号に定める事由に会計監査人が該当すると認められる場合の解任のほか、

原則として、会計監査人の法令違反、会計監査人の適格性・独立性を損なう事由の発生等に

より、会計監査人が職務を遂行することが困難と認められる場合には、会計監査人の解任又

は不再任に関する議案を株主総会に提案することとしております。
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６．業務の適正を確保するための体制等の整備に関する事項

【業務の適正を確保するための体制】

当社は、取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その

他会社の業務の適正を確保するための体制を整備するために、取締役会において「内部統制

システムに関する基本方針」を決議しております。

なお、当社は2022年９月28日付で監査等委員会設置会社へ移行したことから、内部統制シ

ステムに関する基本方針を改定しております。改定後の決議内容の概要は以下のとおりで

す。

(1) 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

① 当会社は、法令及び企業倫理の遵守（以下、コンプライアンス）を、業務遂行上の最重

要課題の一つとして位置付け、当会社の事業運営の基本方針とし、取締役は、自ら、コン

プライアンスの徹底を率先して実践、啓蒙する。

② 当会社は、コンプライアンス関連諸規程を整備し、取締役会の直属機関として「コンプ

ライアンス推進委員会」を設置し、コンプライアンス体制の整備及び問題点の把握に努め

るとともに、その活動状況を取締役会に報告する。

③ 当会社は、取締役及び従業員（以下、役職員）に対し、定期的、継続的なコンプライア

ンス研修・啓蒙を実施するとともに、役職員からの組織的又は個人的な法令違反行為等に

関する通報又は相談に適正に対応し、不正行為等の早期発見と是正を図り、コンプライア

ンスを強化するため、内部通報制度を導入する。

④ 内部監査規程に定める内部監査担当者による内部監査を行い、代表取締役社長に対し、

コンプライアンスの状況を報告する。

⑤ 当会社の役職員は、法令違反その他のコンプライアンスに関する重要な事実を発見した

場合には、遅滞なく取締役会又は経営・部門長会議に報告し、外部専門家と協力しながら

適正に対応する。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

① 取締役の職務に関する各種の議事録、文書、帳票類等（電磁的記録を含む。）は、法令

及び文書管理に関する各種の社内規程に基づき適切に管理、保存するとともに、取締役が

常時これらを閲覧できる体制を整備する。
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(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① 当会社の事業経営に影響を与える重要な事象及びリスクを識別、評価し、リスク回避、

リスク低減等の対応を実施するため、リスク管理規程を整備するとともにリスク管理に関

する統括機関として「リスク管理推進委員会」を設置し、担当役員を責任者として、リス

ク管理推進委員がその業務を遂行する。リスク管理担当役員は、適時に取締役会へ報告を

行う。

② 当会社の通常時のリスク管理は、部門ごとにリスク評価とリスク対応を実施し、リスク

管理推進委員会は、各部門より報告を受けるものとし、緊急時のリスク管理は、代表取締

役社長を本部長とする「危機管理対策本部」が統括する。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 取締役会は、法令・定款で定める事項及び重要な業務執行の決定を行い、その他の業務

執行については、「取締役会規程」及び「職務権限表」に基づき、業務執行取締役又は執

行役員に権限を委譲し、職務の執行の迅速性、効率性を確保するとともに、業務執行責任

を明確化する。

② 取締役会は、中期経営戦略及び中期経営計画等を策定し、これに基づく主要経営目標及

び年次予算の進捗状況については、定期的な検証を行い、実績を管理する。

③ 当会社に影響を及ぼす重要事項については、多面的な検討を経て慎重に決定するため、

代表取締役社長の諮問機関である経営・部門長会議を組織し、審議する。

(5) 監査等委員である取締役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合の当該使

用人並びに当該使用人の取締役からの独立性及び当該使用人に対する監査等委員である取

締役の指示の実効性確保に関する事項

① 監査等委員である取締役の職務を補助すべき使用人は、監査等委員である取締役の依頼

により配置する。

② 監査等委員である取締役の職務を補助すべき使用人は、他の業務及び役職を兼務しない

ことが望ましい。ただし専任となる場合には、人事考課については、他の使用人とは切り

離して行い、監査等委員である取締役の同意を得て決定する。

尚、人事異動、懲戒等に関する事項については、専任、兼務を問わず監査等委員である取

締役の同意を得て決定する。

③ 監査等委員である取締役の職務を補助すべき使用人は監査等委員である取締役の指揮命

令に従う旨を、役職員に対し周知徹底する。
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(6) 取締役及び使用人が監査等委員である取締役に報告するための体制及び当該報告をした者

が当該報告をしたことを理由として不利益な取り扱いを受けないことを確保するための体

制

① 監査等委員である取締役は取締役会、経営・部門長会議等の重要な会議に出席するとと

もに、必要に応じて当会社の役職員から説明を求めることができる。

② 当会社の役職員は、監査等委員である取締役が業務に関する報告を求めた場合及び議事

録、稟議書、会計帳簿等の文書の閲覧を求めた場合には、迅速かつ適切に対応する。

③ 当会社の役職員は、当会社に重大な損害を及ぼすおそれのある事実、事象を発見した場

合には、速やかに監査等委員である取締役に対して報告する。

④ 当会社の役職員が監査等委員である取締役に報告を行ったことを理由として、役職員に

対して解任、解雇その他のいかなる不利益な取扱いも行わないための諸規程を整備し、周

知徹底する。

⑤ 内部監査担当者の実施した内部監査報告は、全て監査等委員会に報告する。

(7) 監査等委員である取締役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の

当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

① 監査等委員である取締役の職務の執行上必要と認める費用につき、あらかじめ予算に計

上するとともに、監査等委員である取締役が職務の執行のために合理的な費用の支払いを

求めたときは、これに応じる。

(8) 監査等委員である取締役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 当会社の監査等委員である取締役が、代表取締役社長、社外取締役、会計監査人及び内

部監査担当者との十分な意見交換を行う機会を確保する。

② 当会社の役職員は、当会社の監査等委員である取締役の監査に必要な重要書類の閲覧、

実地調査、取締役等との意見交換、等当会社監査等委員である取締役の活動が効果的、効

率的に実施できるよう協力する。

(9) 財務報告の信頼性を確保するための体制

① 当会社は、財務報告の信頼性を確保するための内部統制システムの整備を経営上の最重

要事項の一つとして位置付け、財務報告の信頼性確保を推進する。

② 内部統制が有効に機能する体制構築を図り、財務報告における虚偽記載リスクを低減

し、未然に防ぐように管理する。
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③ 財務報告の信頼性を確保するために、内部監査担当者が核となる評価チームにより、業

務プロセスにおけるリスク評価を継続的に実施するとともに、評価結果を代表取締役社長

に報告する。

④ 必要に応じ、金融商品取引法等の関連法令との適合性を考慮した上で、社内規程の整備

及び運用を行う。

(10) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

① 当会社は、反社会的勢力との関係を根絶することを基本的な方針としており、「反社会

的勢力排除に関する規程」においても「反社会的勢力との一切の関係・取引をしない、ま

た利用しないことを徹底」することを定めている。

② 当会社は、役職員向けに反社会的勢力との関係根絶に向けたセミナーの開催、所轄警察

署や弁護士等の外部専門機関との連携強化により、反社会的勢力による被害の防止を図る

取組みを進めている。さらに、暴力団追放運動推進都民センター等の外部機関に加盟し、

不当要求への適切な対応方法や反社会的勢力に関する情報収集を実施し、万一に備えた体

制整備に努める。

【業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要】

当事業年度における、当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下

のとおりです。

・取締役会は、月１回の定時取締役会を開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し

ております。取締役会では、法定事項並びに経営及び業務執行に関する重要事項の審議、

決議及び報告を行っております。また、当社の取締役会では、過半数を占める社外取締役

の視点も踏まえた取締役の業務執行の監督を実施しております。

・経営・部門長会議は、取締役社長、業務執行取締役及び本部長等の各部署のリーダー等計

10名で構成され、原則月２回開催し、経営の基本方針及び重要な施策に関する事項、取締

役会に提出する議案に関する事項等経営課題の審議・決定を行っております。
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・コンプライアンス推進委員会は、取締役社長、業務執行取締役、内部統制室長１名、本部

長1名、従業員３名の計７名で構成され、定期的に開催し、当社のコンプライアンス対応

政策の進捗状況等、内部通報制度の維持と状況報告を行い、情報共有を行っております。

・リスク管理推進委員会は、取締役社長、業務執行取締役、内部統制室長１名、本部長1名

及び従業員２名の計６名で構成され、定期的に開催し、当社のリスク分析、リスク対応政

策の進捗状況のモニタリング等を行い、情報共有を行っております。

・監査等委員会は、月１回の定時監査等委員会を開催するほか、必要に応じて臨時監査等委

員会を開催し、監査等委員会で定めた監査方針、監査計画、職務分担等に従い行った監査

内容の報告及び必要となる審議、決議を行っております。また、監査等委員会は、使用人

を配置し、社内の重要な会議への出席や監査等委員による業務及び財産の状況の調査等を

通じた監査のほか、内部監査人等モニタリング機能を果たす者から報告を受けることで、

内部統制システムを活用した組織的な監査を行っております。
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貸 借 対 照 表

（2025年３月31日現在）
（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 1,131,487 流 動 負 債 262,739

現 金 及 び 預 金 873,737 未 払 金 18,642

売 掛 金 及 び 契 約 資 産 250,937 未 払 費 用 7,177

前 渡 金 586 未 払 消 費 税 等 17,887

前 払 費 用 6,089 未 払 法 人 税 等 59,658

そ の 他 135 契 約 負 債 30,258

固 定 資 産 98,071 賞 与 引 当 金 122,112

有 形 固 定 資 産 32,439 そ の 他 7,002

建 物 2,560 負 債 合 計 262,739

工 具、 器 具 及 び 備 品 29,879 （純 資 産 の 部）

無 形 固 定 資 産 0 株 主 資 本 966,819

ソ フ ト ウ エ ア 0 資 本 金 145,079

投資その他の資産 65,631 資 本 剰 余 金 45,079

差 入 保 証 金 18,968 資 本 準 備 金 45,079

繰 延 税 金 資 産 46,663 利 益 剰 余 金 1,210,248

利 益 準 備 金 25,000

そ の 他 利 益 剰 余 金 1,185,248

繰 越 利 益 剰 余 金 1,185,248

自 己 株 式 △433,587

純 資 産 合 計 966,819

資 産 合 計 1,229,559 負 債 ・ 純 資 産 合 計 1,229,559
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損 益 計 算 書

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 1,654,860

売 上 原 価 534,260

売 上 総 利 益 1,120,600

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 619,755

営 業 利 益 500,845

営 業 外 収 益

受 取 利 息 411

そ の 他 1,368 1,780

営 業 外 費 用

支 払 手 数 料 3,427 3,427

経 常 利 益 499,198

税 引 前 当 期 純 利 益 499,198

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 123,616

法 人 税 等 調 整 額 △1,328 122,288

当 期 純 利 益 376,910
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株主資本等変動計算書

（2024年４月１日から
2025年３月31日まで）

（単位：千円）

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金

合計
利益
準備金

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 141,400 41,400 41,400 25,000 808,337 833,337 － 1,016,137 1,016,137

当期変動額

新株の発行 3,679 3,679 3,679 7,359 7,359

当期純利益 376,910 376,910 376,910 376,910

自己株式の取得 △433,587 △433,587 △433,587

当期変動額合計 3,679 3,679 3,679 － 376,910 376,910 △433,587 △49,318 △49,318

当期末残高 145,079 45,079 45,079 25,000 1,185,248 1,210,248 △433,587 966,819 966,819
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個別注記表

重要な会計方針

１．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備

は除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備については、定額法を採用して

おります。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ８年～18年

工具、器具及び備品 ３年～10年

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用期間（５年）に基づいてお

ります。

２．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま

す。なお、貸倒実績率及び貸倒懸念債権等特定の債権がない為、当事業年度においては貸倒

引当金は計上しておりません。

(2) 賞与引当金

従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業

年度に帰属する額を計上しております。

３．重要な収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す

る通常の時点（収益を認識する時点）は、以下のとおりであります。

(1)コンサルティングビジネス

コンサルティングビジネスの提供には、準委任契約による取引と請負契約による取引があ

ります。

準委任契約による取引は、顧客仕様に応じたアプリケーション開発やコンサルティングな

どのサービスを提供する義務があり、当該サービスの提供に応じて履行義務が充足されるも

のと判断しております。そのため、サービス提供を行った時間に対し顧客との契約において
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約束された金額に基づき、収益を認識しております。

請負契約による取引は、成果物の引き渡し義務を負い、開発中のシステムなどを他の顧客

又は別の用途に振り向けることができず、完了した作業について対価を収受する強制力のあ

る権利を有します。そのため、「Sactona」導入支援によって発生した原価が履行義務の充足

における進捗度に比例するものと判断しており、完成までに要する総原価を合理的に見積る

ことができる場合には、見積総原価に対する実際原価の割合(インプット法)で進捗度を測定

する方法に基づいて収益を認識しております。

(2) ベースビジネス

ベースビジネスの提供は、ライセンスの供与や各種保守などのサービス提供を行っており

ます。

主に契約期間にわたってサービスを提供する義務があり、当該期間にわたってサービスを

提供することで顧客が便益を享受し、履行義務が充足されていくものと判断しております。

そのため、当該期間にわたり収益を認識しております。

４．繰延資産の処理方法

株式交付費

支出時に全額費用として処理しております。

会計上の見積りに関する注記

該当事項はありません。

貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 54,936千円

損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引による取引高

販売費及び一般管理費 1,674千円

株主資本等変動計算書に関する注記

１．当事業年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式 3,579,812株
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２．当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

普通株式 412,920株

（注）自己株式の株式数は、自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）を含む市場買付による増加

412,900株及び単元未満株式の買取りによる増加20株によるものであります。

３．剰余金の配当に関する事項

該当事項はありません。

４．当事業年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）

の目的となる株式の種類及び数

普通株式 32,982株

税効果会計関係に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

賞与引当金 37,396千円

未払事業税 5,410〃

その他 3,855〃

繰延税金資産小計 46,663千円

評価性引当額 －〃

繰延税金資産合計 46,663千円

繰延税金負債

繰延税金負債合計 －千円

繰延税金資産の純額 46,663千円

金融商品に関する注記

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、経営方針・事業計画等に基づき、必要な資金を調達しております。一時的な余資

は安全性の高い金融資産で運用しております。デリバティブ取引は行わない方針でありま

す。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

売掛金及び契約資産は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、当該リスクについて
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は、取引先ごとに与信管理を徹底し、回収期日や残高を定期的に管理することで、財務状況

等の悪化等による回収懸念の早期把握やその軽減を図っております。

差入保証金は、本社の賃貸借契約における保証金であり、賃借先の信用リスクに晒されて

おりますが、契約時に信用リスクの確認を行い、当該リスクの低減を図っております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採

用することにより、当該価額が変動することもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価 差額

差入保証金 18,968 18,570 △397

資産計 18,968 18,570 △397

注１．「現金及び預金」「売掛金及び契約資産」「未払金」「未払費用」「未払消費税等」「未払法人税等」につい

ては現金であること、及び短期間で決済されるため時価は帳簿価額と近似していることから、記載を省

略しております。

２．金銭債権の償還予定額
（単位：千円）

１年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金 873,737 － － －

売掛金及び契約資産 250,937 － － －

差入保証金 － 18,968 － －

合計 1,124,675 18,968 － －

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の

３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成

される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により

算定した時価
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レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以

外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプ

ットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を

分類しております。

(1) 時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

差入保証金 － 18,570 － 18,570

資産計 － 18,570 － 18,570

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

差入保証金

差入保証金の時価は、国債の利回り等適切な指標により算定した利率を基に割引現在価値法により算定

しており、レベル２の時価に分類しております。

関連当事者との取引に関する注記

種類
会社等の

名称又は氏名
所在地

資本金
又は
出資金
(千円)

事業の
内容又は
職業

議決権
所有割合
(％)

関連当
事者と
の関係

取引の
内容

取引
金額
(千円)

科目
期末
残高
(千円)

主要
株主

AG２号投資事業
有限責任組合

東京都
港区

―
投資
運用業

(被所有)
11.51
(注）

出資

自己株
式の取
得

(注）

432,285 ― ―

(注) 自己株式の取得については、2025年２月12日開催の取締役会決議に基づき、2025年３月５日に東京証券取

引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）により取得しており、取引価格は2025年３月４日の終値

1,050円で取引を行っております。当該取引の結果、AG２号投資事業有限責任組合は当社の主要株主では

なくなりました。なお、議決権等の被所有割合は、本取引直前の被所有割合を記載しております。
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収益認識に関する注記

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

主要なサービス別に分解した収益の情報は、以下のとおりであります。
（単位：千円）

Sactona事業

コンサルティングビジネス 934,523

ベースビジネス 720,337

顧客との契約から生じる収益 1,654,860

その他の収益 －

外部顧客への売上高 1,654,860

なお、当社の取引に関する支払条件は、通常短期のうちに支払期日が到来し、契約に重要な

金融要素は含まれておりません。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「重要な会計方針３．重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の内訳は以下のとおりであります。
（単位：千円）

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 254,263

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 237,553

契約資産（期首残高） 28,029

契約資産（期末残高） 13,384

契約負債（期首残高） 55,403

契約負債（期末残高） 30,258

契約資産は主に、請負契約において進捗度の測定に基づいて認識した収益に係る未請求の

対価に対する当社の権利に関するものであります。なお、対価に対する当社の権利が無条件

― 37 ―

2025年06月03日 10時12分 $FOLDER; 37ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



になった時点で、顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。

契約負債は主に、ライセンス契約などにおける顧客からの前受収益であります。なお、時

の経過に応じて収益を認識することで取り崩されます。

当事業年度に認識した収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は

35,532千円であります。

契約資産の減少は、収益認識による増加が、債権への振替による減少を下回ったためで

す。

契約負債の減少は、収益認識による減少が、前受対価の受取による増加を上回ったためで

す。
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(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当

初に予想される契約期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。残存履

行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のとおりであり

ます。
（単位：千円）

一年以内 一年超 合計

2025年３月31日現在で、この契約に関して認識さ
れると見込まれる収益

11,535 13,835 25,371

１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 305円29銭

(2) １株当たり当期純利益 106円28銭

重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書

2025年５月21日

アウトルックコンサルティング株式会社
取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 陶江 徹

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 島津 慎一郎

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、アウトルックコンサルティング株式会社の

2024年４月１日から2025年３月31日までの第19期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応
策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年4月1日から2025年3月31日までの第19期事業年度における取締役の職務執行に

ついて監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並

びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）についてオンライン会議システムを活用

しながら、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて

説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会

議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明

を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しま

した。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、

会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会

計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号

に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備

している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計

算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

2．監査の結果

（1） 事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま

す。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ

ん。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。

（2） 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
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3.監査等委員の意見

各監査等委員間にて異なる監査意見はございません。

4.後発事象

特に記載すべき重要な後発事象はありません。

2025年5月23日

アウトルックコンサルティング株式会社 監査等委員会

監査等委員 菊池英生

監査等委員 紀平貴之

監査等委員 岩楯 めぐみ

(注)監査等委員菊池英生、紀平貴之及び岩楯 めぐみは、会社法第2条第15号及び第331条第6項に規定する社

外取締役であります。

以 上
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東口

首都高速3号
線渋谷線

渋谷署前

ビックカメラ

ファースト
キッチン

かつや

渋谷局

東京スクールオブ
ミュージック
専門学校 太陽生命

渋谷ビル

TKP渋谷カンファレンスセンター

宮益坂上

ENEOS

ＪＲ渋谷駅

ハチ公口
宮益坂口

東急

渋谷駅

出口B5

りそな銀行

渋谷ヒカリエ

宮益坂

UFJ信託

渋谷クロスタワー

商工中金

ECC
外語学院

銀だこ

西口 渋谷署

渋谷ストリーム

明
治
通
り

バス
ロータリー

TKPガーデンシティ渋谷

シオノギ
渋谷ビル

ホールＡ

山
手
線

Ｎ

青
山
通
り

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場 東京都渋谷区渋谷2-22-3 渋谷東口ビル 1階

TKPガーデンシティ渋谷 ホールＡ

交通 ＪＲ渋谷駅 宮益坂口より 徒歩約６分

東京メトロ各線渋谷駅 Ｂ５番出口より 徒歩約５分

東急各線渋谷駅 Ｂ５番出口より 徒歩約５分

駐車場のご用意はいたしておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。
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